
　　1．日　時

　　2．場所

●3●議題

　　4．資　料．

　　　　第3回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　議　事　次　第　　　1

、　　平成3年2月27日（水）

　　午後2時ん3時

　　宇宙開発委員会会議室

亀憎回想回する審議㌍ついて

委3遺ｳ1回三三三四騰）纈旨’

委3一＝Q三口宙飛行士嵯成に関する審議について（案）

　　　　　　　　　　　／

一●



委3一一丑
第2回宇宙開発委員会（定例会議〉

　　　議　事　要　旨　（案）

1．日時　平成3年2月6日（水）

　　　　　午後2時～3時

2，場所　宇宙開発委員会会議室

●議題 （1）　前回議：事要旨の確認についで

（2）　第四部会報告について

4．資料　委2－1　第1回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　　　　　　　　　（案）

　　　　　委2－2　放送衛星3号一a（BS－31a）の打上げ結果の

　　　　　　　　　評価について（報告）

5．出席者
　宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　　斎　藤　成　文　　　　：

　　　　〃　　　委員　　　　　　　　　　久良知　章　悟

●　”　”　　　　　曽山克巳
　　　　”　　　　”　　　　　　　　　　田　島　敏　弘

事務局

　科学技術庁研究開発局長

　　　〃　　研究開発局宇宙企画課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長
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6．議事・

（1，）　！前回議事要旨の確認にういて

　　　　第1回宇宙開発委員会議事要旨（資料委2－1）が確認された。

（3）　：第四部会報告について
　　　　　　　　　し
　　　佐貫第四部会長より、資料委2－2に基づき説明が行われた後、

　　第四部会報告が了承された。

説明者

　宇宙開発委員会第四部会長

関係省庁等

　運輸大臣官房審議官

　郵政省通信政策局次長

佐　貫　亦　男

土　坂　泰　敏（代理）

江川晃正（代理）
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日本人宇：宙飛行士の養成に関する審議について

　　　　　　　　　（案）

平成3年2月27日
宇宙開発委員会
決　　　　　　　定

　国際協力により進められている宇宙ステーション計画の開発・運用にお

ける我が国の協力の円滑な推進に資するため、次により調査審議を行う。

1．審議事項

　　日本人宇宙飛行士の養成の基本的考え方について調査審議を行う。

2．審議方法

　　1．の調査審議は、平成3年6月までに終えることを目途に宇宙ステ

ーション部会において行う。

部会長　　　小林　繁夫

部会長代理，山中　龍夫

専門委員秋山守
　　　　　　餌取　章男

　　　　　　川口　貞男

　　　　　　久保園　晃

　　　　　　栗林　忠男

　　　　　一児玉　　宏

　　　　　金　秀太郎

　　　　　佐藤　温重

　　　　　澤岡　　昭

　　　　　進藤　英世

　　　　　武田　康嗣

　　　　　中川　　學

　　　　　中山　勝矢

　　　　　新居　和嘉

　　　　　番野　信義

　　　　　桝谷　利男

　　　　　松尾　弘毅

　　　　　米沢　富美子

　　　　　渡邉　　悟

宇宙ステーション部会構成員

東京都立科学技術大学工学部教授

科学技術庁航空宇宙技術研究所

宇宙研究グループ総合研究官

東京大学工学部教授

三田出版㈱専務取締役

国立極地研究所企画調整三

跡宙開発事業団理事

慶応義塾大学法学部教授

東レ（株）理事・研究開発企画部長

日本甲発銀行理事

東京医科歯科大学歯学部教授

東京工業大学セラミックス研究センター長

三共（株）総合研究所研究主幹

（株）日立製作所常務取締役

一橋大学期済学部教授

通商産業省工業技術院中国工業技術試験所長

科学技術庁金属材料技術研究所長

郵政省通信総合研究所長

三菱重工業（株）航空機・特車事業本部技師長

文部省宇宙科学研究所教授

慶応義i塾大学理工学部教授

名古屋大学環境医学研究所教授


